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ま
え
が
き

一　

モ
ン
ゴ
ル
の
視
点
か
ら
見
た
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

　
　
　
　

民
族
間
関
係
と
モ
ン
ゴ
ル
内
部
の
多
様
性

二　

モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
の
「
西
北
ム
ス
リ
ム
大
反
乱
」

　
　
　
　

誰
の
た
め
の
歴
史
か
／
民
族
政
策
を
織
り
出
す
た
め
の
歴
史
研

究
／
モ
ン
ゴ
ル
語
年
代
記
の
表
象
／
記
憶
と
記
録
の
回
民
反
乱

／
モ
ン
ゴ
ル
と
回
族
、
そ
の
異
な
る
歴
史
観

三　

モ
ン
ゴ
ル
人
ム
ス
リ
ム
の
今
昔

　
　
　
　

生
き
方
が
語
る
モ
ン
ゴ
ル
人
ム
ス
リ
ム
の
歴
史
／
ホ
ト
ン
人
の

イ
ス
ラ
ー
ム
／
イ
ス
ラ
ー
ム
と
「
民
族
」
の
間

四　

寧
夏
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
大
海
原
に
残
る
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史

　
　
　
　

ム
ス
リ
ム
世
界
で
元
朝
の
遺
跡
を
訪
ね
る
／
赤
い
星
と
西
北
の

弦
月
／
乾
燥
大
地
に
根
付
い
た
神
秘
主
義
／
漢
人
が
創
出
す
る

負
の
イ
メ
ー
ジ
／
遊
牧
と
塩
の
道
の
現
在

五　

青
海
、
民
族
形
成
の
道
を
行
く

　
　
　
　

青
海
の
モ
ン
ゴ
ル
／
核
の
汚
染
地
域
に
暮
ら
す
モ
ン
ゴ
ル
族
ム

ス
リ
ム
／
サ
ラ
ー
ル
人
の
神
秘
主
義
教
団
／
チ
ベ
ッ
ト
人
ム
ス

リ
ム
／
保
安
族
の
元
の
故
郷
／
民
族
が
創
ら
れ
る
諸
要
素

六　

保
安
族
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
黄
土
高
原
／
保
安
族
の
新
天
地
／
語
り
つ
が
れ

る
保
安
族
の
歴
史
／
保
安
族
社
会
内
の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団

七　

東
郷
族
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム

　
　
　
　

東
郷
人
の
大
地
／
東
郷
族
の
胡
門
門
宦
／
東
郷
族
社
会
内
の
他

の
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
／
東
郷
人
社
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
教

イ
フ
ワ
ー
ン
／
少
数
民
族
対
策
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
同
士
の
視
線

八　

モ
ン
ゴ
ル
系
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
脈
動

　
　
　
　
「
科
学
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
揺
れ
る
／
ネ
イ
テ
ィ
ブ
人
類

学
者
と
少
数
民
族
研
究

　

あ
と
が
き
・
索
引

●
イ
ス
ラ
ー
ム
系
一
〇
民
族
が
混
住
す
る
中
国
西
北
部
。
そ
の
地
を
モ
ン
ゴ
ル
の
視
点
で
見
つ
め
な

が
ら
、
現
在
の
複
雑
な
民
族
構
図
の
成
り
立
ち
を
探
訪
、
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史
人
類
学
の
旅
。

　

本
書
は
、
現
代
中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
西
部
、
寧
夏
回
族

自
治
区
、
甘
粛
省
、
そ
れ
に
青
海
省
に
お
け
る
三
年
間
に
わ
た
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で

は
こ
れ
ら
の
地
域
を
「
中
国
西
北
部
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
地
域

の
面
積
は
約
一
五
五
万
平
方
キ
ロ
で
、
そ
こ
に
は
四
千
万
人
近
い

諸
民
族
が
住
ん
で
い
る
。
現
代
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る

十
の
民
族
も
、
す
べ
て
こ
の
地
域
に
住
ん
で
お
り
、
ム
ス
リ
ム
た

ち
は
間
違
い
な
く
西
北
中
国
の
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
私
は
こ
の
よ
う
な
「
中
国
西
北
地
域
」
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的

中
国
」
と
呼
び
た
い
。
…
…

　

西
欧
列
強
の
進
入
に
伴
い
、
漠
北
や
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
住
む
満

洲
人
の
同
盟
者
の
モ
ン
ゴ
ル
人
や
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
は
独
立
を
宣

言
し
た
が
、
対
立
軸
の
両
端
を
担
っ
て
い
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
漢
」

が
、
代
わ
り
に
台
頭
し
て
き
た
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
漢
」
は
、
時
に

は
対
立
し
、
時
に
は
同
盟
を
組
ん
で
、
往
昔
の
満
洲
人
の
盟
友
た

ち
を
抑
え
、
中
華
民
国
に
留
め
た
。「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
漢
」
が
モ
ン

ゴ
ル
人
や
チ
ベ
ッ
ト
人
を
抑
え
た
結
果
、
自
立
を
逸
し
て
し
ま
っ

た
諸
集
団
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
一
員
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た

最
小
限
の
自
治
に
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

世
界
は
今
、
大
国
主
導
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
「
反
テ
ロ
」

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
少
な
く

と
も
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
も
決
し
て
プ
ラ
ス
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
豊
か
に
な
る
夢
を
ち
ら
つ
か
し
な
が

ら
も
、
彼
ら
の
地
か
ら
産
出
す
る
資
源
を
吸
い
上
げ
て
い
る
。「
反

テ
ロ
」
は
、
多
少
の
自
己
主
張
を
す
べ
て
テ
ロ
と
拡
大
解
釈
す
る

危
険
性
を
伴
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
、
と

か
く
、
住
み
に
く
い
世
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
国
西
北
部
の
ど
ん
な
僻
地
に
行
っ
て
も
、
必
ず
、
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本

に
と
っ
て
も
、
決
し
て
遠
い
世
界
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

か
の
地
の
人
間
が
何
を
信
仰
し
、
互
い
に
ど
ん
な
関
係
で
結
ば
れ
、

そ
し
て
相
互
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
考
え
る
の
に
、

本
書
が
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。


